
新版 建設業等における熱中症の予防 
― 指導員・管理者用テキスト ― 

＜新旧対照表＞ 第 5 版 令和 7 年 4 月 30日 
【補足事項】※「旧版」から「新版」への文章の修正・追加・削除部分は、下線部を参照してください。 

※誤字・脱字および奥付等の軽微な修正は割愛します。 
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（旧版） 第 4 版（令和 6 年 6 月 14 日） No.235620 （新版） 第 5 版（令和 7 年 4 月 30 日） No. 236520 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

表紙 タイトル （赤枠を削除） 

 

表紙 タイトル  

 

10 図 1－1 

暑熱ば

く露時

の体温

調節反

応と熱

中症の

発生メ

カニズ

ム 

（赤枠を修正） 

 

10 図 1－1 

暑熱ば

く露時

の体温

調節反

応と熱

中症の

発生メ

カニズ

ム 

 

 

12 下から

9 行目 

以上の症状がなくても、本人が体調の異変

を訴えたら、素人判断せずに速やかに作業を

中止して救急車を呼ぶのが望ましいと言えま

す。 

（右記の下線部を追加） 

12 下から

9 行目 

以上の症状がなくても、本人が体調の異変

を訴えたら、素人判断せずに速やかに作業を

中止して身体を冷やし、救急車を呼ぶのが望

ましいと言えます。 
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頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

13 上から 

9 行目 

（4） 体重が作業前から1.5％を超えて減少

した場合 

（右記の下線部を追加） 

13 上から 

9 行目 

（4） 体重が作業前から1.5％を超えて減少

した場合（尿の色を確認する） 

15 上から 

2 行目 

過去10年間（2014〜2023年）の職場での熱

中症による死亡者数は、毎年20〜30人で推移

しています。 

また、死傷者数においては、2018年に1,178

人と最多となり、それまでも400〜500人台で

推移しています。それ以降も900人前後で推

移しています。 

熱中症による死傷者数は、令和５年（2023

年）に1,106人となりました。うち死亡者数は、

31人となっています。 

（右記に変更） 

15 上から 

2 行目 

過去10年間（2015〜2024年）の職場での熱

中症による死亡者数は、毎年20〜30人で推移

しています。 

熱中症による死傷者数は、令和６年（2024

年）に1,195人と最多になりました。うち死亡

者数は、30人となっています。 

15 図１－２ 

職場にお

ける熱中

症による

死傷者数

（2014

〜2023

年） 

（赤枠を修正） 

 

15 図１－２ 

職場にお

ける熱中

症による

死傷者数

（2015

〜2024

年） 

 

 

16 図１－３ 

熱中症に

よる死亡

災害の 

業種別発

生状況

（2019

～2023

年計） 

（赤枠を修正） 

 

16 図１－３ 

熱中症に

よる死亡

災害の 

業種別発

生状況

（2020

～2024

年計） 
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頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

16 図１－４ 

熱中症に

よる死亡

災害の 

月別発生

状況

（2019

～2023

年計） 

（赤枠を修正） 

 

16 図１－４ 

熱中症に

よる死亡

災害の 

月別発生

状況

（2020

～2024

年計） 

 

 

16 図１－５ 

熱中症に

よる死亡

災害の時

間別発生

状況 

（2019

～2023

年計） 

（赤枠を修正） 

 

16 図１－５ 

熱中症に

よる死亡

災害の時

間別発生

状況 

（2020

～2024

年計） 

 

 

29 上から 

1 行目 

たはナトリウム40～80mg/100mℓのスポー

ツドリンク・経口補水液等を、20～30分ごと

にコップ１～２杯程度は摂取することが望ま

しいです。 

（下線部を修正） 

29 上から 

1 行目 

たはナトリウム40～80mg/100mℓのスポー

ツドリンク・経口補水液等を、20～30分ごと

を目安にコップ１～２杯程度、こまめに摂取

することが望ましいです。 

29 上から 

11 行目 

塩分を含まない飲料を摂取する時は、同時

に塩分も摂取するように心がけることが大切

です（塩、梅干し、熱中飴等）。作業中はのど

が乾くのを感じなくても、20～30分ごとにス

ポーツドリンク・経口補水液などを摂取する

ことが必要です。 

（下線部を修正） 

29 上から 

11 行目 

塩分を含まない飲料を摂取する時は、同時

に塩分も摂取するように心がけることが大切

です（塩、梅干し、熱中飴等）。作業中はのど

が乾くのを感じなくても、20～30分ごとを目

安にスポーツドリンク・経口補水液などをこ

まめに摂取することが必要です。 
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頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

29 イラスト （赤枠を修正） 

 

29 イラスト  

 

36 イラスト （赤枠を修正） 

 

36 イラスト  

 

46 図２－２ 

安全施工

サイクル

に伴う熱

中症予防

活動 

（赤枠を修正） 

 

46 図２－２ 

安全施工

サイクル

に伴う熱

中症予防

活動 

 

 

49 下から 

2 行目 

⇒熱中症の警戒に至らないためには、熱中症

の発症に備えて、作業所で緊急連絡網を整備

しておく必要があります。 

 

 

（下線部を修正） 

49 下から 

3 行目 

⇒熱中症の警戒に至らないためには、熱中症

の発症に備えて、作業所で緊急連絡網を整備

するなど、重篤化を防止するために必要な措

置の内容や実施手順をあらかじめ定め、作業

員に対して周知しておく必要があります。 
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（旧版） 第 4 版（令和 6 年 6 月 14 日） No.235620 （新版） 第 5 版（令和 7 年 4 月 30 日） No. 236520 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

51 表３－２ 

緊急時連

絡表の例 

（赤枠を修正） 

 

51 図３－３ 

ポスター

による作

業員への

周知 

 

 

51 下から 

8 行目 

設現場における熱中症発生時の救急処置に

ついて、図３−３に示すとおりです。 

（下線部を修正） 

52 上から 

3 行目 

建設現場における熱中症発生時の救急処置

について、図３−４に示すとおりです。 

52 図３－３ 

熱中症の

救急処置

（現場で

の応急処

置） 

（赤枠を修正） 

 

52 図３－４ 

熱中症の

おそれの

ある者に

対する救

急処置 

 

 

53 下から 

1 行目 

なお、熱中症の症状別救急処置については、

表３－３に示すとおりです。 

（下線部を修正） 

53 下から 

1 行目 

なお、熱中症の症状別救急処置については、

表３－２に示すとおりです。 

54 表３－３ 

熱中症の

症状別救

急処置 

表３－３ 熱中症の症状別救急処置 

（下線部を修正） 

54 表３－２ 

熱中症の

症状別救

急処置 

表３－２ 熱中症の症状別救急処置 
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（旧版） 第 4 版（令和 6 年 6 月 14 日） No.235620 （新版） 第 5 版（令和 7 年 4 月 30 日） No. 236520 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

57 イラスト （赤枠を修正） 

 

57 イラスト  

 

58 イラスト （赤枠を修正） 

 

58 イラスト  

 

60 イラスト （赤枠を修正） 

 

60 イラスト  

 

61 イラスト （赤枠を修正） 

 

61 イラスト  
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（旧版） 第 4 版（令和 6 年 6 月 14 日） No.235620 （新版） 第 5 版（令和 7 年 4 月 30 日） No. 236520 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

62 イラスト （赤枠を修正） 

 

62 イラスト  

 

63 イラスト （赤枠を修正） 

 

63 イラスト  

 
64 イラスト （赤枠を修正） 

 

64 イラスト  

 

65 イラスト （赤枠を修正） 

 

65 イラスト  
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（旧版） 第 4 版（令和 6 年 6 月 14 日） No.235620 （新版） 第 5 版（令和 7 年 4 月 30 日） No. 236520 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

66 イラスト （赤枠を修正） 

 

66 イラスト  

 

67 イラスト （赤枠を修正） 

 

67 イラスト  
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（旧版） 第 4 版（令和 6 年 6 月 14 日） No.235620 （新版） 第 5 版（令和 7 年 4 月 30 日） No. 236520 

頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

75 下から

12 行目 

（右記を追加） 75 上から

23 行目 

（熱中症を生ずるおそれのある作業） 

第612条の２ 事業者は、暑熱な場所におい

て連続して行われる作業等熱中症を生ずる

おそれのある作業を行うときは、あらかじ

め、当該作業に従事する者が熱中症の自覚

症状を有する場合又は当該作業に従事する

者に熱中症が生じた疑いがあることを当該

作業に従事する他の者が発見した場合にそ

の旨の報告をさせる体制を整備し、当該作

業に従事する者に対し、当該体制を周知さ

せなければならない。 

２ 事業者は、暑熱な場所において連続して

行われる作業等熱中症を生ずるおそれのあ

る作業を行うときは、あらかじめ、作業場

ごとに、当該作業からの離脱、身体の冷却、

必要に応じて医師の診察又は処置を受けさ

せることその他熱中症の症状の悪化を防止

するために必要な措置の内容及びその実施

に関する手順を定め、当該作業に従事する

者に対し、当該措置の内容及びその実施に

関する手順を周知させなければならない。 

（第612条の２ 新設 令和７年６月１日から

施行） 

86 

〜 

96 

参考 2. （令和7年の実施要綱に差替え） 

 

86 

〜 

96 

参考 2.  
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頁 箇所 内 容 頁 箇所 内 容 

102 熱中症注

意喚起ポ

スター 

（赤枠を修正） 

 

102 熱中症注

意喚起ポ

スター 

 

 

 


